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亙。緒 言

　アサガオの開花および素心の習性の遺伝に関し，前報

にひき続いて1960～1963年に調べた3組漏せの交雑の

子孫について，判明した結果を報告する。

　この研究を行なうにあたって，調査に協力された加藤

彰・志賀道夫の両君に感謝の意を表する。

亙1．材料および方法

　　　第1表

a）一般特性

皿山種およびFiの主要形質

　交雑に用いた品種は開閉習性に関してそれぞれ次のよ

うな特色のあるものを選んだ。すなわち，開花が早く・

閉花も極めて早い薬用白花，開花が極めて早く・閉花は

極めて遅い天津および開花が極めて遅く・閉山もまた遅

いCandy　Pi丞の3乙種を用い，1960年にそれらの各

品種問に3組合せのFiを採種した。これらの交雑のFl

の形質およびF2における各形質の分離状況を観察し，

さらにF3およびF4世代の一部も調べた。交雑の親晶

種の特性は第1表に示す通りである。

　開花・閉花の調査とその結果のとりまとめは第1報2）

および第2報3）に記載した方法によって行なった。

　直接法3）による調査は開花最盛期に，なるべく晴天続

きの日を選んで，次の月日に行なった。

　1961　年　（F1）　　9　月　6～9　Eヨ

　！962年（Fl）8月28～31譲

　1962年（：F2）9月2，4～6および8～10日

　1963年（F2）9月2～7日
　また間接法3）による調査は毎年開花期間中，かなり長

期にわたって行なった。

暑奪鰭霜細 論 性

1薬用白花

引天津
　Candy　Pink3

11．1　Ili．　×2

12　llX3

13　i2×3

緑色茎，並葉　白色花，

斑入蝉葉　　　｝桃色花

　　蜻蛉葉

緑色並葉（F1型）；青色花

　　門葉（Fi型）…龍花

馳二葉｛牡皿花

白色筒廉子

陣花誠醐茶醗

醗．結果および考察

1）開花時刻の早晩

b）　開閉習性

種
卸

品
番

1
9
臼
つ
0

画嚢劉飛騨下脹勢 完上期
（時）

2．00・一2．30

1．30以前

3．oe・一3．30

4．30・一s．ool　7．oe・一　s．ooi　g．oo一一io．30

4・．oetb一・s．ool　s．oo・一io．Oo114．30・一16．oo

S：9tgfOt一．．．8．．．：：e：L：一：一：：一〇1　8．00：um．P＝091，Li！：99（：：iLS：rrgE3．00・一i6．00

（註）　開閉の時刻は1958～196エ年の調査結果から綜

　　合判定した。

a・開花時刻が早い薬用白花と，それが極めて早い天津

　との交雑において，F，（1961および1962）の表現は

　薬用白花の形質が優性として現われた（第2表および

　第1図）。

　　つぎに，この組合せのF2の分離（！962）では第3

　表に示す通り，P＝O．90～0．80となるから，結果はi薬

　用白花の開花習性と同じ個体（開薬型）と天津と同じ

　個体（開天型）との分離が3：1の比によく適合して

　いるとみなされる。

b・薬用白花と開花が極めて遅いCandy　Pinkとの交雑

　において，Ft（1961および1962）の表現はやはり薬

　用白花の形質が優性として現われた（第2表および第

　2図）。
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第2表罫晶種：およびFiの開閉習性（1961および1962）

晶種
番号

1
2
3
1
2
3

　
　
　
1
で
⊥
－

供試花数

5
5
0
7
6
1

Q
ρ
2
4
4
5
2

平均花径（cm）
1時　　2時　　3時　　4時　　5時置　6時　　7時　　8時　　9時　10時　11時　12時　13時　14時　／5時　16時

O．1　O．3

0．9　2．6

0．2　O．2

0．1　O．3

0．1　O．2

0．2　O．2

1．5　3．8

8．4　10．7

0．7　2．2

3．5　6．6

1．1　5．3

0．7　3．7

4．7　一　4．6　3．0

4，8　6．7

7．1　一　6．4　5．3

6．1　一　5．5　4．2

7．4　8．1

1．2　O．5

一　9．8

6．4　4．9

3．2　2．2

2．3　エ．3

8．0　6．9

8．8　6．7

3．1　2，0

0．9　O．3

0．3

4．4　3．4

3．8　1．9　O．7　O．2

1．O　O．5

2．0　O．9　O．3

最：大花径
（cm）

6．0

14．5

9．0

8．5

zo
9．0

（註）　1～16時の調査のうち，毎時30分の測定値は省略してある。

第1図　薬用白花×天津
　　　　親晶種および：巳の鵬花と凋花（！961）
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　て，13：3の分離比を仮定するかの2案が考えられる。

　その両案のいずれがこの場合により適当であるかは，

　後のd項で検討を加えたいと思う。

c・天津×Candy　Pinkの交雑において，：Fi（1961）の

　表現はCandy　Pi愈の形質が優性として現われた（第

　2表および第3図）。

　　つぎに，この組合せのF2は1962年に40個体，

　また1963年に38個体，合計78個体を供試した。

　そこで両年のF2分離に関するZ2の資料を検討した

　結果にもとづいて合計して処理すると，第3表に示す

　通りP・O．70～0．50となり，3：！の理論比に適含し

　ているものとみなしうる。

第2図

1　2　3　4　5　6 7　8　9　10　11　12　13　14　15　16
日寺　　亥り　（hr・）

　つぎに，この組合せのF2個体（1962）の開花習性

は開早型（薬用白花および天津両晶種に類似の開花習

性）と開キ型（Candy　Pinkの開花習性）との2型に

大別しえた。しかし，この開早型のなかには個体によ

って若干の遅速が見られた。したがって，この組合せ

のF2の分離比に関しては第3表に示す通り，理論比

を3：1（不完全優性1：2：1）と仮定するか，あるい

はこの開早型のなかに開天型・開薬可惜の個体を含め
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第3表　：F2の開花習性

二十せ隊測る分聯口

薬×天

薬Xキ

下薬型：開一型

開軍型：開キ型

観察数
（個整）

ヒ上論理 Z2

天Xキ

36：13　　言ナ49 3：1

67：19　　言’卜86

開裡・開天酬57・2・計78

13　：3
gt　一：・－）

3：1

0．061

O．631
（wuOww，38t828）．

O．154

P

O．90　”一　O．80

O．50一一〇．30
Qt　，III・　79．　crL｛iL．・　fi925e）．

O．70”一”O．50

調査年次

1962

1962

1962および1963

（註）　開三型・開天型・開キ型はそれぞれ薬用白花・天津・　Cancly　Pi鍛kの開花習性。

　　　開早型は薬用白花および天津両扇種と類以の開花習性。
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第3図　天津×Candy　Pink

　　　　親品種および：Flの二軍と凋花（1961）
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義　これらの3組合せの雑種後代の調査結果から，本報

　で取扱っている3七種の開花習性の遺伝性を検討する

　ことにする。この場合，薬用白花×Candy　PinkのF2

　の分離を3：1とするか，13：3とするかが問題点に

　なると考える（b項）。この分離比をPの値のみから

　判断すると，3：1の分離比の仮定の方がよりょく適

　合していることになる。もし，薬用白花×Candy　Pink

　のF2の分離を3：1とすると，3組合せともF2の

　・分離が3：1となり，それらの開花習性にはmultiple

　．allelesが関与しているものとして説明づけることがで

　きる。

　　しかし，ここに報告した3組含せの交雑以外のもの

　も含めて，現在までに行なった多数の組合せの交雑の

　』：Fi～F3に関する調査の結果（未発表）から，筆者らは

　suppressorの存在を仮定して，薬用白花×Candy　Pink

　のF2の分離を13：3とする方がより適当であると考

　えている。

　　そこで，これら3品種の開花習性には少なくとも2

　対の遣伝子が関与しているものと推定し，それらの遺

　伝子をtu－3およびStt－tu－3と仮称することにする。

　それによって，これらの3品種の開花に関する遺伝子

　型を次の通りに仮定する。

　　薬用白花　　　　Tu－3・su－tu－3

　　天津　　　　　　tu－3・su－t・u－3

　　Candy　Pink　tu一・8’Suny－tu－3

　　この仮定によると，2対の遣伝子の関係はtlt－3・Szt．一一

　tzc一一8において，　Candy　Pinkの有する極めて開花の遅

　い形質（開キ型）を示す。つぎに，F2世代に分離する

　他の3種類の遺伝子型に属する個体はいずれも開早型

　の形質を示す。また，この3遺伝子型のなかのtZt一一8・

　su一・tu－3の遺伝子型を有する個体（天津）は，5雇z紹

　遺伝子の抑圧作用によって開早型の形質を示すわけで

　ある1）・4）。

　　この両遺伝子と既報のtZt－1およびTu－2両遺伝子

　との関係はまだ検討が終っていない。

2）　四花時刻の早晩

a・置花時刻が極めて早い薬用白花と，それが極めて遅

　い天津との交雑において，Fl（1961および1962）の

　表現は薬用白花の形質が優性として現われた（第2表

　および第1図）。

　　また，薬用白花とCaRdy　Pink　との交雑において

　も，同様にF1（1961および1962）の表現は薬用白花

　型が優性であった（第2表および第2図）。

　　つぎに，この両組合せのF2の分離（共に！962）で

　は，閉門の極めて早い個体（閉門型）と，それが極め

　て遅く天津やCandy　Pi赦　と同時刻に凋何する個体

　（閉二型）との2型が見られた。それらの結果は第4

　表に示す通りであって，両F2ともその分離はいずれ

　も3：！の理論比に適合しているものとみなしうる。

b・天津およびCandy　Pinkの閉花習性は両者ともほと

　んど同様である。

　　この両門門間の交雑のF2は1962年に2！個体，

　1963年に48個体，合計69個体を供試したが，それ

　らのF2個体間においても形質の分離は見られなかっ

　た。

第4表　F2の四花習性

交灘釧F・における艦顔

薬×天 閉薬型：閉晩型

薬×キ 閉薬型：閉晩型

天×キ 全個体閉晩型

観察数
（個体）

陣論比1 X2 P 調査年次

44・・7計6・13・・ O．268 O．70－O．50 1962

70＝22　　謝92

計69

3：1 O．059
　　　　　　　　ミ
　0・90－0・8・｝　・962
i’一…一rrpmm’一’mhtur－pm　一…　　　　…ne　一tt　ttt

1　　一一　　　1962および1963
1　　　　　　　　　　　1

（註）　閉三型は薬用白花の閉花習性。

　　　閉三型は天津およびCaRdy　Pink両品種と同様の閉花習性。
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。・　これらの3組合せの交雑の結果から，それらの閉花

　習性に関しては少なくとも1対の遺伝子が関与してい

　るものと推定され，その遺伝子をtf－7と仮称するこ

　とにする。したがって，これらの3晶種の閉花に関す

　る遺伝子型（仮定）は次の通りである。

　　薬用白花　　　　　　　　Tf一ク

　　天津およびCandy　Pink　　が7

　　この遺伝子と既報のtf－1・一6各遺伝子との関係はま

　だ検討が終っていない。

3）賑磁ageの二三

　本報で取扱った3組合せの：F2世代は個体数が少ない

ので，F2分離の資料からlinkageを検出するには不十

分ではあるが，その調査個体の範囲内でえられた結果に

ついて検討を試みた。

　それによると，tu－3およびtf－7とそれぞれ蜻蛉葉に

関与する遺伝子のあるもの（仮にdg！とする，以下同

様）・洲浜に関与する遺伝子のあるもの（re’）・斑入に関

与する遺伝子のあるもの（v’）および白種子白色花に関

与する遺伝子のあるもの（caノ）との間にはIinkage関係

はないものと認められた。また，SZt一一tzc－3と7ぜおよび

かとの間にも1沁kage関係はないものと認められた。さ

らにまた，tu－3とtf－7との間にも，1inkage関係は認め

られなかった。

W。摘 要

　アサガオの花の開閉時刻の早晩に関する形質の遺伝に

ついて，！96◎～1963年に薬用白花×天津，薬用白花×

Ca照y　Pinkおよび天？＃　×　Candy　Pinkの3組の雑種後

代を調査した結果，次のことが判明した。

！）開花時刻に関しては，薬用白花，開花の極めて早い

　天津およびそれが極めて遅いCandy　Pinkの3品種の

　間には，その形質（unfolding　time）について2対の

　遺伝子（仮称t’lt－3およびSZt－tu－3）が関与していると

　推定された。

2）tu－3遺伝子はCandy　Pinkの有する極めて開花の

　遅い形質に関与する。しかし，天津はSZt－tzc一一8遺伝子

　（suppressor）の抑圧作用によって開花の早い形質を示

　す。

3）　閉花時刻に関しては，閉花が極めて早い薬用白花，

　それの遅い天津およびCandy　Pinkの3品種の間に

　は，その形質（fading　time）について1対の遺伝子

　（仮称が7）が関与していると推定された。

4）供試各品種の本報における開花・閉花に関する遺伝

　子型（仮定）は次の通りである。

　　薬用白花　　　　Tu－3・SZt．一tZt－8　Tf－7

　　天津　　　　　　tu－8・su－tz｛一3　が7

　　Candy　Pinl〈　tu－3’Su－tz｛一3　tf－7

5）tZt．・・3，　sze－tzc－3およびtf－7各遺伝子と既知のtzc－1，

　TZt－2およびが1～6各遺伝子との関係は，まだ検討

　が終らないので結論をうるに至っていない。

6）tu一一8，　su－tzt－t3およびtf－7各遺伝子とllnkageの関

　係が存在する遺伝子は見出されなかった。
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Summary

　　The　present　paper　deals　with　studies　on　the　inheritance　ef　eharaeters　of　Japanese

moTRing　glory　involving　the　earliness　and　lateRess　in　the　unfolding　and　fading　time．

These　stvtdies　were　earried　out　duxiRg　the　period　fyem　1960　to　！963　using　£hxee　hyhrid

progenies　（Yakuyoo－shirobana　×　Tenshin，　Yakuyoo－shirobaka　×　Candy　Pink　and　TenshiR

×　CaRdy　Pink）．　［1）he　Tesuks　obtained　weye　as　follows：

　　1）　With　regard　to　the　unfolding　babit　twe　pairs　ef　the　genes　（tentaeively　named

‘‘ 狽嘯?－3　and　sze－tze－3；　unfolding　time”）　iR　their　characters　weye　presr｝med　to　be　involved

among　the　three　varieties　ef　Tenshin，　whose　unfolding　time　was　earliest，　of　all　the

investigated　varieties，　Yakuyoo－shirebana，　whose　was　compayatively　early　and　Candy

PiRk，　whese　was　very　late．
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　　　2）　With　regagd　eo　the　fading　habit　one　pair　of　the　gene　（tentatively　Ramed　“　tf－7；

fading　time”）　in　their　eharaeteys　were　presumed　to　be　involved　among　the　three

varieties　ef　Yakuyoo－shirobana，　whose　fadiRg　time　was　veyy　early，　TeRshin　and　Candy

Pink，　whose　was　comparatively　late．

　　　3）　The　genetypes　coneerning　unfolding　and　fadiRg　time　of　the　investigated　varieties

in　this　report　are　as　£ellows：

　　　Yakayoe－shirobana　Tu－3・sze－tze－3　Tf－7

　　　　Tenshin　t2e一一3・sze－tzt－3　tf－7

　　　Candy　Pink　tze－3・Sze－tze－3　tf－7

　　　4）Conceming　the　velationship　beもween　these　three　genes伽一3，8％一t2e－3　andげ・7）

and　the　already－k：nown　genes　tu－1，　tze－2　altdが・1～6），　no　conclusions　h脚eわeen　reach．ed

，as　yet　because　of　complexity　of　test　proceduyes．

　　　　5）　TheTe　were　noted　no　sueh　genes　as　showing　linkage　with　“tze－3，　＄ze－tze－3　ancl

が7’㌔

・一一
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